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（こどもサロン） 

 

  新津地区社会福祉協議会 法枝支部の「こどもサロン」は、子どもを持つ家庭や共働き

世帯の応援を目的に、地域のシニア世代が夏・冬休みの長期休みの期間に、地域の子ど

もの面倒をみる取り組みとして始まり、世代を超えた交流の中から、子ども達の社会性

や思いやりの醸成の場となっている。 

 

活動内容等 

(1) 事業の目的

及び活動の 

方向性 

・子どもを持つ家庭や共働き世帯の応援 

・社会性と思いやりの醸成 

・「子どもファースト」の体制づくり 

・子ども、シニア世代の居場所づくり 

(2) 活動体制等

（連携する団体、   

子供･地域住民 

等の参加状況、 

活動年数等） 

平成 28 年に子ども会の父兄から、夏休みに子どもが家の中に 1人で過ごし 

ている状況の相談を受け、学校の長期休み期間に、地域で子供の預かりができ

ないか検討を行った。平成 30年に共働き世帯等を応援する目的で、夏休みと

冬休みに子ども達を預かり、シニア世代が面倒をみる取り組みを開始した。 

・令和 30年「こどもサロン」がスタート 

・令和 6年夏休みのこどもサロン実施中 

町内の子どもがいる世帯に声掛けをして募った結果、法枝町の子ども 18 人 

全員から参加の希望があった。 

（3）活動内容 

及び成果 

学校の長期休み（夏、冬休み）期間に地域の法枝会館に子ども達を集め、シ

ニア世代と共に宿題や季節の行事を楽しんで過ごす場を設けた。 

住み慣れた地域の自治会館で開催され、顔見知りの大人たちとの交流の中

で、子ども同士も安心して過ごすことが出来ている。また、学年が違う子ども

達の交流も生まれ、社会性や思いやりの醸成の場となっている。 

今では体験する機会の減った紙芝居やすいか割り、流しそうめんなどの季節

ごとの昔遊びを一緒に楽しんでいる。 

共働き世帯の応援や子どもの居場所づくりで始まった活動だが、今ではシニ

ア世代の居場所としての成果も見られる。子どもサロン開催の時期が近づく

と、運営側も意見が活発に出され、元気の源にもなっている。 

 


